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＊「民俗知識 folk knowledge」あるいは「兆占禁呪」 

 

＊まじなう：無限の「欲望」と有限の「手段」のあいだ 

・呪術 magic：超自然的存在の力をかりて何らかの目的をとげようとする行為 

・模倣呪術（imitative magic）：類似の原理（ex.雨乞いに水をまく）…隠喩 metaphor 的 

・感染呪術（contagious magic）：接触の原理（ex.他人の毛髪を使って呪う）…換喩 metonymy 的 

 

＊いのる：無限の「世界」と有限の「個」のあいだ 

・宗教 religion：「超越的絶対者」「神聖なるもの」に対する信仰 belief＋行事 practice 

→不可避のトートロジー：「超越的」「絶対者」「神聖」…とは？ 

・宗教の分類 

創唱（founded）宗教／自然（natural）宗教：教主、教義、経典、教団の有無 

世界（world）宗教／民族（ethnic）宗教：信者集団の属性 

→民俗学の主たる関心は「民俗宗教 folk religion」「民間信仰 popular belief」 

・宗教の起源：死、夢、熱狂 etc… 

 

＊まじなう／いのるの「日本的」特徴 

・汎神論的性格：アニミズム（animism）、多神教（polytheism）／一神教（monotheism） 

・状況的性格：タマとカミ、神と妖怪、御霊信仰（菅原道真、牛頭天王…）… 

・重層的性格（シンクレティズム syncretism）：神仏習合 →廃仏毀釈の混乱を経て持続 

 

＊宗教進化論(呪術→宗教→科学)の破綻 

・「宗教」概念の西洋的偏向（宗教革命後、大航海時代の非西欧宗教「発見」→ビリーフ中心主義） 

・必要性と統御可能性のギャップ    超越性 体系性 統御性 

・理解欲求と理解力のギャップ   呪術  ○  ×  ○ 

・practical と magical の連続性   宗教  ○  ○  × 

→遍在する「呪術・宗教的なるもの」   科学  ×  ○  ○ 
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